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2018年3月期第2四半期連結決算概要〔IFRS〕 2017年10月31日

豊田通商株式会社

（単位：億円）

×

前期末 第2四半期末
前期末比

主な増減要因
増減額 増減率 増減額 増減率

連結経営成績 前年同期
第2四半期
累計期間

前年同期比
主な増減要因 連結財政状態

0.0%

42,120 44,709 2,589 6.1%

売上総利益 2,639 2,975 336 12.7% （流動資産）

収   益 27,447 31,316 3,869 14.1% 資産合計

25,460 27,210 1,750 6.9%

5.0%

その他の収益・費用 104 ▲ 2 ▲ 106 － 資本合計 12,235 13,357 1,122 9.2%

販売費及び一般管理費 ▲ 1,986 ▲ 2,024 ▲ 38 － （非流動資産） 16,660 17,499 839

受取配当金 123 130 7 －

営業活動に係る利益 758 948 190 25.1% 有利子負債(NET) 11,019 11,021

利息収支 ▲ 90 ▲ 92 ▲ 2 － D  E  R (NET) 1.0 1.0 ▲ 0.0

2

当期の主な要因
増減額 増減率

その他の金融収益・費用 ▲ 29 136 165 －
連結キャッシュ・フロー

持分法による投資損益 106 78 ▲ 28 －

税引前利益 868 1,201 333 38.3%

前年同期
第2四半期
累計期間

前年同期比

営業CF 980 742 ▲ 238 ▲24.3%
 【営業CF】

四半期利益による

▲ 373 ▲ 295 78 ▲20.8%
 【投資CF】

当期利益 596 852 256 42.9% 差引：フリーCF 607 447

法人所得税費用 ▲ 272 ▲ 348 ▲ 76 － 投資CF

▲ 160 ▲26.4%
有形固定資産の取得

親会社の所有者に
帰属する当期利益 505 734 229 45.3% 財務CF ▲ 516 6 522 －

当期包括利益
（親会社の所有者に帰属） ▲ 558 1,224 1,782 －

(当初予想)
2018年
3月期

(修正予想)
2018年
3月期

本部別 前年同期
第2四半期
累計期間

前年同期比
当期利益（親会社帰属）の主な増減要因

増減額

連結業績予想 前期実績
（修正）

当期予想
1株当たり配当金

2017年
3月期

前期比

増減額 増減率

（参考）
4/28公表
当期予想

※上段：売上総利益、下段：親会社の所有者に帰属する当期利益

 金       属 
356 465 109 30.6%

増減率

本
部
別

 金       属 

市況の上昇等により増益

グローバル部品・
ロジスティクス

284 351 67 23.6%
自動車部品取り扱い増加等により増益

119 152 33 27.5%

機械・エネルギー・
プラントプロジェクト

機械・エネルギー・
プラントプロジェクト

292 356

 自　動　車
784

870

260

670

11.5%

18.2%

8.5%

22.8%

300

年間 70円 78円

中間 31円 39円 45円

主要指標推移
前年同期
(前期末)

第2四半期
累計期間

830

82 107 25 29.4% 149 170

25.0% 25.3%
160

770

24.6%

5.8%

750

180

950

90円グローバル部品・
ロジスティクス

645 700

配当性向(連結)

220

75 89 14 18.1%
化学品・

エレクトロニクス

1,120

667 720

 自　動　車
371 413 42 11.4%

海外自動車販売会社の取扱台数増加等により増益

期末 (112)
▲ 90 40

105

38 7.3%
子会社株式の一部売却益、エレクトロニクス関連取り
扱い増加及び前期一過性損失の影響等により増益

79 197 118 147.8%

87 156 69 78.4%

全
社

57

111

食料・生活産業
442 410

113

円/ﾕｰﾛ

平均

300

為替

円/米ﾄﾞﾙ

平均

期末 (120) 133

売上総利益 5,708 6,000
金利

円TIBOR3M平均

118 126
アフリカ

1,257 1,290

0.06%

28 12 ▲ 16 ▲56.6% 営業活動に
係る利益 1,336 1,850

212 210 ▲ 2 ▲0.8%
持分法による投資損益の悪化及び
食品事業の再編影響等により減益

米ﾄﾞﾙLIBOR3M平均 0.72% 1.26%

50
アフリカ

636 638 2 0.4%
固定資産処分損益の減少及び
飲料事業の収益悪化等により減益

食料・生活産業

 ｼｶｺﾞｺｰﾝ（ｾﾝﾄ/Bushel) 361

当期利益 1,283 1,450

 ﾄﾞﾊﾞｲ原油(米ﾄﾞﾙ/bbl) 43
税引前利益 1,408 2,080

0.07%

360

160

2017年4月1日より、各商品本部の
アフリカ関連ビジネスを統合し
アフリカ本部を新設しております。

親会社の所有者に
帰属する当期利益 1,079 1,250

13.0%

15.8%
合　　　　計

2,639 2,975 336 12.7%
*

505 734 229 45.3%

56 29 ▲ 27 ▲47.5%

化学品・
エレクトロニクス

518 556 33

13

950851

200160

99

47

55

40

253

46

21

53

59

1,090

130

70

64 21.8%
風力・太陽光発電子会社の利益増加及び
前期ガス事業の損失影響等により増益

102

161

－

2.6%

21.2%

13.5%

7.9%

36.5%

▲2.7%

192.9%

▲7.3%

250

1,820

1,310

1,100

※上段：売上総利益、下段：親会社の所有者に帰属する当期利益

* アフリカ本部新設に伴い、本部別の前期実績を組み替えて表示しており
ます。なお、組み替え後の前期実績は、会計監査承認前の数字であり、
今後変更になる可能性があります。

450

55

1,180

65

5,670

1,600

5.1%

38.4%

47.6%

292

514

672

167

171

▲ 30

198

▲ 32

【売上総利益】 +336億円
円安による為替影響及び自動車生産関連
取り扱い増加等により増加

【販売費及び一般管理費】 ▲38億円
円安による為替影響等により増加

【その他の収益・費用】 ▲106億円
為替差損益の悪化等により減少

【その他の金融収益・費用】 +165億円
主に子会社株式の一部売却に係る利益による

【法人所得税費用】 ▲76億円
税引前利益増加に伴う増加

【流動資産】 +1,750億円
・棚卸資産 +837億円
・営業債権及びその他の債権 +602億円

【非流動資産】 +839億円
・その他の投資 +394億円
・持分法で会計処理されている投資 +296億円

【資本合計】 +1,122億円
・利益剰余金 +593億円
・FVTOCIの金融資産 +302億円
・在外営業活動体の換算差額 +187億円

*

*

四半期推移 1Q 2Q

売上総利益 1,508 1,466

営業活動に係る利益 490 457
親会社の所有者に
帰属する当期利益 370 364


